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 そこで我々は、高感度な検出が可能である MS と、簡便に脂質を分離可能な TLC、更には質量
ごとに局在を可視化する IMS を結合させた、TLC-Blot -MALDI-IMS の手法について検討を行っ
た。 
［材料ならびに方法］ 
 標品の PC は和光純薬から購入した。使用した溶媒はすべて最高純度のものを使用した。ヒト脳
脂質抽出物はNetherlands Brain Bank (NBB)より得たものを、常法に従い総脂質を抽出し、TLC に
て展開した。展開後のプレートはプリムリン染色で発色を確認した。TLC プレートはレーザー照射
時にシリカがイオン源を汚染するため TLC-Blot の手法を用いて PVDF 膜へ転写した。転写した




 まず、標品を用いて TLC-Blot-MALDI-IMS における検出限界を調べた。その結果、従来のプリ




















 本研究で我々は TLC と MALDI-IMS の手法を融合させた新しいリピドミクス解析手法である、

























ヒト脳の異なる部位から抽出した脂質中の sphingomyelin(SM)をこの TLC-Blot-MALDI-IMS を
使って解析すると、SM(d18:1/C24:1)は白質で多く、SM(d18:1/C20:0)は灰白質で多く含有されて
いるという新規知見を得た。 
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